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のぞみ搭載極端紫外光望遠鏡による観測から導かれたプラズマ圏ヘリウムイオン

の空間分布

Helium Ion  Distribution in the Plasmasphere Measured by the EUV Telescope onboard

NOZOMI (Planet-B) Spacecraft
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我々は、極端紫外光望遠鏡で地球プラズマ圏の撮像に成功した。
現在我々は、インヴァージョン問題として、このリモートセンシング法で得られた２次元像から、プラズマ圏

ヘリウムイオンの分布を導出することを試みている。具体的には、イオンは磁力線に沿ってある関数にしたがっ
て分布すると仮定し、視線方向に密度を積分する。ここで、観測データと良く一致する関数を見つけ出す。この
ような関数は多数見つかるが、さらにこれらを赤池情報量基準法を用いて、どの関数（モデル）が一番最もらし
いかを評価する。

我々は、のぞみ衛星に搭載した極端紫外光望遠鏡で地球プラズマ圏の撮像に成功した。
この観測は、プラズマ圏に存在するヘリウムイオン及び原子の共鳴散乱線（He II 30.4nm及びHe I 58.4nm)をプ

ラズマ圏の
外側から検出する試みで、１９９８年の９月９日、１９日に遂行された。
観測上の制限から、プラズマ圏の夕方側のみの撮像となったが、外側からプラズマ圏を見渡したのは、
今回が世界で初めての試みである。
観測された光量は、プラズマ圏の最も明るい所でHe IIが1 Rayleigh, 電離圏でHe Iが10 Rayleighであり、
He IIの光量はＬ＝５より外側では急に弱くなっている。これらの事実は、今まで我々が構築してきたプラズマ

圏の描像が
正しいことを証明している。

さらに、現在我々は、インヴァージョン問題として、このリモートセンシング法で得られた２次元像から、
プラズマ圏ヘリウムイオンの分布を導出することを試みている。
具体的には、イオンは磁力線に沿ってある関数にしたがって分布すると仮定し、プラズマ圏をグリッド（０．

２５Ｒｅ）
毎に分け、視線方向に密度を積分する。ここで、観測データと良く一致する関数を見つけ出す。このような関

数は
多数見つかるが、さらにこれらを赤池情報量基準法を用いて、どの関数（モデル）が一番最もらしいかを評価

する。
本研究ではさらに、プラズマ圏の２次元像からイオンの空間分布の情報を抽出するためには、どんな
物理量が解れば良いか、どんな仮定が必要かについても言及する予定である


